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１ はじめに 
 函館にある自宅の壁にこびりつい

た汚れを洗い落とそうと、高圧洗浄機

を購入した。ガソリンスタンドで使っ

ている洗浄機と直接比較すると、その

差は歴然ではあるが、家庭で手軽にこ

びりついた汚れを落とすには、十分な

水圧であり、汚れが飛び散っていくの

がおもしろい。壁の汚れも、「泥水」

状態になって、落とすことができた。 

 

自宅には外に散水栓があるため、ホー

スを指すだけでいいが、普段の洗車な

どにおいては、ホースを伸ばして、電

源を引いて、そして、終わったら後始

末というと、さすがに、「ガソリンス

タンドに行って洗った方が楽かな」と

思ってしまうのも無理がない。 

 そこで、今回は、ため水でも使える、

自吸タンクを製作した。尚、電源につ

いては、私は発電機を持っているので、

どこへでも持ち運べるのであるが、一

般的に、電気はひっぱらなければなら

ないことは、申し添えておく。 
 高圧洗浄機は、水道からの水を直接

かけながらブラシで洗うのに対し、お

よそ３分の１の水の量で洗えること

から、筆者の場合ミニバンを 20 リッ

トルタンク１回で何とか洗うことが

できた。 
２ 材料 
水タンク２０リットル    800 円 
灯油用ポンプ         100 円 

ホースバンド    150 円 
ホースジョイントメス   400 円 
内径 15 ミリホース 50cm  60 円 
ホースツギテ 
ストッキング 
ひも少々 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真は、アマゾンより 



３ 作り方 
(1) タンクにポンプを通す 
  タンクのふたに穴を開け、ポン

プを通す。水漏れがしないように、

また、抜けないように、グルーガ

ンで固める。固める時に、栓をし

っかり閉めた時の向きに注意し

て固定する。 

 

(2)フィルタ作り 
  タンクの中の方に入っている

注水口を取り出し、半田ごてで、

多数の穴をかける。それをポンプ

の固い方（吸い込む方）に差し込

み、ストッキングで覆い、ひもで

しっかり結ぶ。きれいな水だけ使

っていれば問題ないが、一応念の

ために、フィルタをつけた。 

 

 

(3)ホースジョイントをポンプに

つける。 
  ポンプの水の出口（ジャバラの

方）の先端のでこぼこ部分を２㎝

ほど切り、ホースのツギテにビニ

ルテープを巻いたものをポンプ

のホースにつける。さらに、ホー

スの上からビニルテープを巻き、

隙間なく水漏れがしないように

してから、ホースバンドでがっち

り留める。 
  水漏れをしていないかは、ジョ

イント部分を水につけ、先端を押

さえて、ポンプを収縮させ、空気

が漏らないかで確認できる。

 

(4)コネクタをつける 
  ホースの先端に、コネクタ（メ

ス）を取り付ける。高圧洗浄機側



への取り付け。 

 
４ 使用方法 

(1)タンクに水を入れ、斜めになった

方の、栓を緩める（空気が抜けや

すいように）。 
(2)次に、ポンプを数回収縮させ、水

がホース先端より出ることを確

認し、高圧洗浄機に取り付ける

（先端を高くし、空気を上から逃

がしてやることが空気を抜くコ

ツであり、一発で吸水します） 
(3)高圧洗浄機の電源を入れ、ガンを

握る。最初はチョロチョロ水だが、

10 秒程度で勢いよく噴射する。う

まくいかない場合は、うまく吸水

していないことが原因であり、も

う一度、ホースを外して空気抜き

をする。 

 
５ 感想 
 最初は、サイホン式で、少し斜めに

して空気抜きをしようと思ったが、一

発でいかなく、思いついたのが、灯油

ポンプ。正解である。タンクを傾ける

ことなく、パフパフで、ホースに水が

流れ、空気抜きができる。ただし、今

回はホースが 50 ㎝だったので、すぐ

水がでたが、これが長いと、ポンプに

かかる圧力もそれなりであり、ほどほ

どの長さがよいと思われる。洗浄機と

タンクは同一場所と考えて方がいい。 
 工作時間およそ１時間弱。今回は比

較的楽勝な工作であった。電源または、

発発さえあれば、どこでも洗浄機が活

躍できることがうれしい。

 
 
 
 


